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運用報告書（全体版） 

好配当優良株 
ジャパン・オープン 

 

 
 

第27期（決算日：2019年１月25日） 

第28期（決算日：2019年４月25日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「好配当優良株ジャパン・オープ

ン」は、去る４月25日に第28期の決算を行いましたの

で、法令に基づいて第27期～第28期の運用状況をま

とめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2021年４月23日まで（2012年５月18日設定） 

運用方針 
ファミリーファンド方式により、信託財産の
成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

ジャパン株式インカム マザー
ファンド受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の金融商品取引所上場（こ
れに準ずるものを含みます。）株式 

運用方法 

・わが国の金融商品取引所上場（これに準ず
るものを含みます。）株式を実質的な主要投
資対象とし、信託財産の成長を目指して運
用を行います。 

・連続増配銘柄のうち、好配当優良株＊を中心
に投資します。 
＊ 好配当優良株とは、以下のような特徴を併せ持つ

と委託会社が判断する銘柄をいいます。 

① 配当の持続性が相対的に高い、② 財務の健全

性が相対的に高い、③ 予想配当利回りが相対的に

高い 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・マザーファンドへの投資割合
は、制限を設けません。 

・株式への実質投資割合は、制限
を設けません。 

・株式以外の資産への実質投資割
合は、原則として信託財産総額
の50％以下とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

・株式への投資は、制限を設けま
せん。 

・株式以外の資産への投資は、原
則として信託財産総額の50％
以下とします。 

分配方針 

毎年１、４、７、10月25日（休業日の場合は翌
営業日）に決算を行い、収益分配方針に基づい
て分配を行います。分配対象額の範囲は、経費
控除後の配当等収益と売買益（評価益を含み
ます。）等の全額とします。基準価額水準、市
況動向、残存信託期間等を勘案して、分配金額
を決定します。（ただし、分配対象収益が少額
の場合には分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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好配当優良株ジャパン・オープン

ファンドマネージャーのコメント

戦略運用部
ファンドマネージャー

松田　淳

当作成期（過去６ヵ月）の運用で主眼においたポイント
をご説明させていただきます。

連続増配銘柄＊１のなかから、好配当優良株＊２を中心
に計量的なアプローチを用いて投資を行いました。

＊１ 主として一定期間の修正１株当たり配当金（年
額。株式分割および株式併合等を考慮しま
す。）が増加し､ または減少しなかった銘柄と
します｡

＊２ 配当の持続性や財務の健全性が相対的に良好で、
予想配当利回りが相対的に高いと委託会社が判
断する銘柄をいいます。

第28期末における主な投資のポイント
当作成期は、世界経済の景況感悪化懸念が高まるなか、
トランプ米政権の混乱や景気減速へとつながりかねない
米中貿易戦争の動向に一喜一憂する展開となりました。
当作成期末にかけては、中国の景気刺激策や米国の利上
げ停止の効果などが徐々に現れ、世界景気は回復に向か
うとの見方が強まったとみています。

こうした投資環境のもと、当ファンドでは引き続き連続
増配銘柄のなかから好配当優良株を中心に計量的なアプ
ローチを用いてポートフォリオを構築するプロセスを堅
持し、運用してまいりました。
これは、当ファンドの中長期的な収益の源泉は連続増配
銘柄の好配当利回り効果にあると考えており、このよう
な戦略を着実に実施することが重要であるとの考えに基
づき運用したものです。また、定量的なアプローチを主
体としているため、運用者の行動バイアス（偏見・先入
観）から一定の距離感を持って運用できるところに利点
があると考えています。

この結果、米中の貿易戦争が落ち着きを見せるなか、電
気機器、機械、輸送用機器などのいわゆる外需・景気敏
感銘柄の株価上昇がプラスに寄与したものの、緩和的な
金融環境が継続するとの見通しから、収益環境の停滞が
懸念された銀行業に属する銘柄などの株価下落がマイナ
スに作用したことや運用上のコストにより、基準価額

（分配金再投資ベース）は当作成期首に比べて小幅に下
落しました。

投資環境見通しと今後の運用方針
米中貿易戦争や英国の欧州連合（ＥＵ）離脱を巡る混乱
が意識されるとともに、日本では景気減速の兆候がみら
れるなど、先行き見通しへの不透明感が燻っています。
しかしながら、日銀の金融緩和継続の表明や米連邦準備
制度理事会（ＦＲＢ）の利上げ休止など、緩和的な金融
環境が続くとみられるほか、中国は経済統計の改善がみ
られるなど、世界経済が好転する材料が出てきています。
好配当株式は、足下では資源関連株・金融株・外需関連
株などの景気敏感株が多く、世界的な景況感などの影響
を受けます。こうした中、世界経済の拡大基調が確認さ
れれば、グローバルに収益獲得の源泉を分散し、財務体
制も健全な銘柄が多く、配当利回りの観点からも魅力が
ある好配当株式への投資選好は高まるものとみています。
（好配当株式とはジャパン株式インカム　マザーファン
ドで保有する銘柄を指します。）

前記の投資環境見通しに基づき、引き続き連続増配銘柄
の動向や予想配当利回りの水準、各企業の配当に関する
考え方、業績の方向性などに留意し、計量的なアプロー
チを主体に運用していく方針です。

好配当優良株ジャパン・オープン
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本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＴＯＰＩＸ500配当込み指数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

19期(2017年１月25日) 20,247 100 12.9 1,624.20 10.7 96.4 － 3,044 

20期(2017年４月25日) 20,316 100 0.8 1,634.32 0.6 97.7 － 3,401 

21期(2017年７月25日) 21,075 100 4.2 1,733.95 6.1 98.3 － 3,091 

22期(2017年10月25日) 22,932 100 9.3 1,893.98 9.2 97.1 － 3,208 

23期(2018年１月25日) 24,331 100 6.5 2,038.70 7.6 98.5 － 3,184 

24期(2018年４月25日) 23,441 100 △ 3.2 1,927.44 △ 5.5 97.6 － 2,955 

25期(2018年７月25日) 22,801 100 △ 2.3 1,918.01 △ 0.5 97.7 － 2,721 

26期(2018年10月25日) 20,899 100 △ 7.9 1,771.63 △ 7.6 96.5 － 2,472 

27期(2019年１月25日) 20,554 100 △ 1.2 1,744.33 △ 1.5 98.4 － 2,722 

28期(2019年４月25日) 20,644 100 0.9 1,822.28 4.5 97.3 － 2,673 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ＴＯＰＩＸ500配当込み指数は、（株）東京証券取引所及びそのグループ会社（以下、「東証等」という。）の知的財産であり、指数の算出、

指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウは東証等が所有しています。なお、当ファンドは、東証等により提供、

保証又は販売されるものではなく、東証等は、当ファンドの発行又は売買に起因するいかなる損害に対しても、責任を有しません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＴＯＰＩＸ500配当込み指数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

第27期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2018年10月25日 20,899 － 1,771.63 － 96.5 － 

10月末 21,573 3.2 1,822.58 2.9 96.7 － 

11月末 21,530 3.0 1,842.99 4.0 96.4 － 

12月末 19,291 △7.7 1,661.27 △6.2 96.9 － 

(期  末)       

2019年１月25日 20,654 △1.2 1,744.33 △1.5 98.4 － 

第28期 

(期  首)       

2019年１月25日 20,554 － 1,744.33 － 98.4 － 

１月末 20,492 △0.3 1,746.85 0.1 98.8 － 

２月末 20,586 0.2 1,787.36 2.5 97.5 － 

３月末 20,332 △1.1 1,790.96 2.7 96.0 － 

(期  末)       

2019年４月25日 20,744 0.9 1,822.28 4.5 97.3 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第27期～第28期：2018年10月26日～2019年４月25日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 2 7 期 首 20,899円
第 2 8 期 末 20,644円
既払分配金 200円
騰 落 率 －0.3％

（分配金再投資ベース）

（円） （百万円）

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

0

3,000

6,000

9,000

12,000

2018/10/25 2018/12/21 2019/２/26 2019/４/24

参考指数：左目盛

純資産総額：右目盛
基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

好配当優良株ジャパン・オープン
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基準価額の主な変動要因

基準価額は当作成期首に比べ0.3％（分配金再投資ベース）の下
落となりました。

基準価額の動き

米中貿易戦争への過度な懸念が後退し、中国経済の減速が想定ほ
ど悪化しないとの見方を背景とした中国の設備投資回復期待など
から、電気機器に属する銘柄や機械に属する銘柄などを中心とし
た株価上昇が基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

米トランプ政権の混乱や米中貿易戦争への懸念から景気の先行き
不安感が急速に広まったことなどを背景に、セイコーエプソンや
東京エレクトロンなど電気機器に属する銘柄や銀行業に属する銘
柄など景気敏感株を中心とした株価下落が基準価額の下落要因と
なりました。

下落要因

好配当優良株ジャパン・オープン
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第27期～第28期：2018年10月26日～2019年４月25日

投資環境について

国内株式市況
当作成期の国内株式市場は、トルコを中心とした新興国の通貨安不安の一服感や米中貿易戦
争への過度な警戒感の後退などから上昇して始まったものの、2018年末にかけては、英国
のＥＵ離脱を巡る混乱や米国政府機関の一部閉鎖などトランプ米大統領の政権運営をめぐる
先行き不透明感のほか、米中貿易戦争への懸念が再燃したことなどが嫌気され、国内株式市
場は下値模索の展開となりました。
2019年に入ると、好調な経済統計から米国景気への過度な不安が和らいだことや米国利上
げ観測の後退、米中貿易協議の進展期待などから投資家心理が改善し、国内株式市場は戻り
を試す展開となりました。
その後、英国のＥＵ離脱問題やトルコの信用不安、株式需給の悪化などを背景に一時的に下
落する場面もあったものの、中国政府による景気下支え策や米中の貿易協議が合意に向かっ
て進展するとの期待感などから堅調となりました。

好配当優良株ジャパン・オープン
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当該投資信託のポートフォリオについて

好配当優良株ジャパン・オープン
ジャパン株式インカム　マザーファンド受益証券の組入比率をおおむね99％以上に保ち、実
質的な運用はマザーファンドで行いました。

ジャパン株式インカム　マザーファンド
基準価額は当作成期首に比べ0.3％の上昇となりました。
わが国の金融商品取引所上場（これに準ずるものを含みます。）株式を主要投資対象とし、
配当利回りに着目し、高水準のインカムゲインの確保と中長期的な値上がり益の獲得による
信託財産の成長をめざしました。
当作成期も引き続き、連続増配銘柄の動向や予想配当利回りの水準、各企業の配当に関する
考え方や継続性、業績の方向性などの観点から組入銘柄を精査しました。

前記の結果、当作成期は以下の通りポートフォリオの調整を実施しました。
2018年11月は、子会社併合に伴う財務健全性の低下を懸念し、ヤマダ電機を全株売却しま
した。
12月は、配当に対する利益水準の低下を懸念してＬＩＸＩＬグループなどを全株売却したほ
か、ポートフォリオの予想配当利回り水準などの改善を目的として、ポートフォリオのリバ
ランスを実施しました。具体的には、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、アイシン精機、
ヤマハ発動機などを買い増した一方、セブン銀行、大和ハウス工業、日本軽金属ホールディ
ングスなどを一部売却しました。
2019年３月もまた、ポートフォリオの予想配当利回り水準などの改善を目的として、ポー
トフォリオのリバランスを実施しました。具体的には、ウシオ電機、ＳＢＩホールディング
ス、めぶきフィナンシャルグループなどを新規に買い付け、セブン銀行、キョーリン製薬
ホールディングス、りそなホールディングスなどを買い増した一方、三菱ＵＦＪリース、日
本軽金属ホールディングス、ユー・エス・エスを全株売却し、キヤノンマーケティングジャ
パン、イオンフィナンシャルサービス、三井住友トラスト・ホールディングスなどを一部売
却しました。

以上の結果、当作成期では、緩和的な金融環境が継続するとの見通しから、収益環境の停滞

好配当優良株ジャパン・オープン

― 7 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_769131.indd   703_コメント-費用-TER_10pt_769131.indd   7 2019/06/11   10:33:022019/06/11   10:33:02



9

好配当優良株ジャパン・オープン

が懸念された銀行業に属する銘柄や、保有する医薬品に属する銘柄の業績悪化、次世代通信
への設備投資が必要となるなか、政府による携帯電話の通信料金の引き下げ要請などが嫌気
された情報・通信業に属する銘柄などの株価下落がマイナスに作用しました。一方、米中の
貿易摩擦が落ち着きを見せるなか、電気機器、機械、輸送用機器などのいわゆる外需・景気
敏感銘柄の株価上昇がプラスに寄与し、当作成期では基準価額は小幅に上昇しました。

（ご参考）

■株式組入上位５業種
作成期首（2018年10月25日） 作成期末（2019年４月25日）

業種 比率 業種 比率

1 化学 11.0％ 1 銀行業 12.2％

2 銀行業 10.0％ 2 化学 10.8％

3 卸売業 7.7％ 3 輸送用機器 9.7％

4 その他金融業 7.6％ 4 電気機器 8.9％

5 輸送用機器 7.4％ 5 機械 6.3％

（注）比率はマザーファンドの株式の評価総額に対する各業種の割合です。

好配当優良株ジャパン・オープン
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第27期～第28期：2018年10月26日～2019年４月25日

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はTOPIX500配当込み指数です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

（％）

第27期
2018/10/25 ～
2019/１/25

第28期
2019/１/25 ～
2019/４/25

－2.0

0.0

2.0

4.0

6.0
ファンド
参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第27期 第28期
2018年10月26日～2019年１月25日 2019年１月26日～2019年４月25日

当期分配金（対基準価額比率） 100（0.484％） 100（0.482％）

当期の収益 － 100

当期の収益以外 100 －

翌期繰越分配対象額 12,745 12,973

好配当優良株ジャパン・オープン
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

好配当優良株ジャパン・オープン
今後の運用方針
引き続き、ジャパン株式インカム　マザーファンド受益証券を高位に組み入れ、マザーファ
ンドを通じて株式運用を行っていく方針です。

ジャパン株式インカム　マザーファンド
運用環境の見通し
米中貿易戦争やＥＵ離脱を巡る混乱が意識されるとともに、日本では景気減速の兆候がみら
れるなど、先行き見通しへの不透明感が燻っています。しかしながら、日銀の金融緩和継続
の表明やＦＲＢの利上げ休止など、緩和的な金融環境が続くとみられるほか、中国は経済統
計の改善がみられるなど、世界経済が好転する材料が出てきています。
好配当株式は、足下では資源関連株・金融株・外需関連株などの景気敏感株が多く、世界的
な景況感などの影響を受けます。こうしたなか、世界経済の拡大基調が確認されれば、グ
ローバルに収益獲得の源泉を分散し、財務体制も健全な銘柄が多く、配当利回りの観点から
も魅力がある好配当株式への投資選好は高まるものとみています。
（好配当株式とはジャパン株式インカム　マザーファンドで保有する銘柄を指します。）

今後の運用方針
引き続き、わが国の金融商品取引所上場（これに準ずるものを含みます。）株式を主要投資
対象とし、これらの株式を高位に保つ方針です。
連続増配銘柄の動向や予想配当利回りの水準、各企業の配当に関する考え方、業績の方向性
などに留意し、計量的なアプローチを主体に運用していく方針です。

好配当優良株ジャパン・オープン

― 10 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_769131.indd   1003_コメント-費用-TER_10pt_769131.indd   10 2019/06/11   10:33:032019/06/11   10:33:03



4

好配当優良株ジャパン・オープン

2018年10月26日～2019年４月25日

１万口当たりの費用明細

（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

項目
第27期～第28期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 116 0.563 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 44) (0.215) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 66) (0.322) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  6) (0.027) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 0 0.002 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (  0) (0.002)

(ｃ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｃ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (  0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (  0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 116 0.567

作成期中の平均基準価額は、20,569円です。

好配当優良株ジャパン・オープン
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（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.13％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.05％

運用管理費用（販売会社）
0.65％

運用管理費用（投信会社）
0.43％

総経費率
1.13％

その他費用
0.00％

好配当優良株ジャパン・オープン
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○売買及び取引の状況 (2018年10月26日～2019年４月25日) 

 

銘 柄 
第27期～第28期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ジャパン株式インカム マザーファンド 183,466 329,652 73,766 133,841 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年10月26日～2019年４月25日) 

 

項 目 
第27期～第28期 

ジャパン株式インカム マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 7,900,993千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 11,722,100千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.67   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年10月26日～2019年４月25日) 

 

＜好配当優良株ジャパン・オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ジャパン株式インカム マザーファンド＞ 

区       分 

第27期～第28期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 3,834 － － 4,066 139 3.4 

平均保有割合 22.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ジャパン株式インカム マザーファンド＞ 

種       類 
第27期～第28期 

買 付 額 売 付 額 第28期末保有額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 275 302 432 

 
 
 

 

項 目 第27期～第28期 
売買委託手数料総額（A） 54千円 
うち利害関係人への支払額（B） 23千円 

（B）／（A） 43.0％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、三菱ＵＦＪリース、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券、日立
キャピタルです。 

 

○組入資産の明細 (2019年４月25日現在) 

 

銘 柄 
第26期末 第28期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジャパン株式インカム マザーファンド 1,339,288 1,448,987 2,668,165 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年４月25日現在) 

項 目 
第28期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジャパン株式インカム マザーファンド 2,668,165 98.7 

コール・ローン等、その他 34,532 1.3 

投資信託財産総額 2,702,697 100.0 
 
 
 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第27期末 第28期末 

2019年１月25日現在 2019年４月25日現在 

  円 円 

(A) 資産 2,743,607,810   2,702,697,542   

 コール・ローン等 34,015,142   34,531,914   

 ジャパン株式インカム マザーファンド(評価額) 2,709,592,668   2,668,165,628   

(B) 負債 20,693,426   29,252,039   

 未払収益分配金 13,247,862   12,950,250   

 未払解約金 40,622   8,713,894   

 未払信託報酬 7,376,738   7,559,061   

 未払利息 65   68   

 その他未払費用 28,139   28,766   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,722,914,384   2,673,445,503   

 元本 1,324,786,204   1,295,025,054   

 次期繰越損益金 1,398,128,180   1,378,420,449   

(D) 受益権総口数 1,324,786,204口 1,295,025,054口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 20,554円 20,644円 
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○損益の状況 

項 目 
第27期 第28期 

2018年10月26日～ 
2019年１月25日 

2019年１月26日～ 
2019年４月25日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △        3,047   △        2,807   

 受取利息 －   2   

 支払利息 △        3,047   △        2,809   

(B) 有価証券売買損益 △   18,635,250   32,335,026   

 売買益 1,012,701   34,067,035   

 売買損 △   19,647,951   △    1,732,009   

(C) 信託報酬等 △    7,404,984   △    7,587,827   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   26,043,281   24,744,392   

(E) 前期繰越損益金 189,922,878   145,203,699   

(F) 追加信託差損益金 1,247,496,445   1,221,422,608   

 (配当等相当額) (  1,104,760,966)  (  1,089,191,703)  

 (売買損益相当額) (    142,735,479)  (    132,230,905)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,411,376,042   1,391,370,699   

(H) 収益分配金 △   13,247,862   △   12,950,250   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,398,128,180   1,378,420,449   

 追加信託差損益金 1,247,496,445   1,221,422,608   

 (配当等相当額) (  1,105,162,752)  (  1,089,293,083)  

 (売買損益相当額) (    142,333,693)  (    132,129,525)  

 分配準備積立金 583,364,752   590,745,379   

 繰越損益金 △  432,733,017   △  433,747,538   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 1,182,966,590円 

作成期中追加設定元本額 174,951,726円 

作成期中一部解約元本額 62,893,262円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末2.0644円です。 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年10月26日～ 
2019年１月25日 

2019年１月26日～ 
2019年４月25日 

費用控除後の配当等収益額 －円 42,048,752円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 

収益調整金額 1,105,162,752円 1,089,293,083円 

分配準備積立金額 596,612,614円 561,646,877円 

当ファンドの分配対象収益額 1,701,775,366円 1,692,988,712円 

１万口当たり収益分配対象額 12,845円 13,073円 

１万口当たり分配金額 100円 100円 

収益分配金金額 13,247,862円 12,950,250円 
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○分配金のお知らせ  

 第27期 第28期 

１万口当たり分配金（税込み） 100円 100円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 

 



― 18 ―

05_添付ファンド_10pt_769131.indd   1805_添付ファンド_10pt_769131.indd   18 2019/06/11   10:37:032019/06/11   10:37:03



― 19 ―

05_添付ファンド_10pt_769131.indd   1905_添付ファンド_10pt_769131.indd   19 2019/06/11   10:37:042019/06/11   10:37:04



― 20 ―

05_添付ファンド_10pt_769131.indd   2005_添付ファンド_10pt_769131.indd   20 2019/06/11   10:37:042019/06/11   10:37:04



― 21 ―

05_添付ファンド_10pt_769131.indd   2105_添付ファンド_10pt_769131.indd   21 2019/06/11   10:37:042019/06/11   10:37:04



― 22 ―

05_添付ファンド_10pt_769131.indd   2205_添付ファンド_10pt_769131.indd   22 2019/06/11   10:37:042019/06/11   10:37:04



― 23 ―

05_添付ファンド_10pt_769131.indd   2305_添付ファンド_10pt_769131.indd   23 2019/06/11   10:37:042019/06/11   10:37:04



― 24 ―

05_添付ファンド_10pt_769131.indd   2405_添付ファンド_10pt_769131.indd   24 2019/06/11   10:37:042019/06/11   10:37:04



― 25 ―

05_添付ファンド_10pt_769131.indd   2505_添付ファンド_10pt_769131.indd   25 2019/06/11   10:37:052019/06/11   10:37:05



― 26 ―

05_添付ファンド_10pt_769131.indd   2605_添付ファンド_10pt_769131.indd   26 2019/06/11   10:37:052019/06/11   10:37:05


